
(57)【要約】

【課題】振動によらず余剰鋼材を取り除くことができる

ようにする。

【解決手段】余剰鋼材までも吸引浮上させた場合、重量

検出部７において所望枚数分の重量よりも大きな重量が

検出されるので、各電磁石２のコイル２ｂに流す電流は

そのままとしつつ、複数の電磁石２のうち少なくとも一

部の電磁石２により発生させる磁束の向きを切り換えて

、複数の電磁石２の磁極間隔が短くなるようにする。し

たがって、下層の余剰鋼材まで磁束が届かない、或いは

、届いたとしても表面付近にのみ進行するので、余剰鋼

材を落下させることができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
複 数 の 電 磁 石 と 、 前 記 各 電 磁 石 の コ イ ル に 電 流 を 流 す 電 源 と を 備 え 、 前 記 電 磁 石 に よ り 磁
気 的 に 板 状 の 強 磁 性 体 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 構 成 と し た 磁 気 吸 引 装 置 で あ っ て 、
前 記 複 数 の 電 磁 石 の う ち 少 な く と も 一 部 の 電 磁 石 に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え
可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る 磁 気 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ と に よ り 、 前 記 複 数 の 電 磁 石 間 の 磁 極 間 隔 を 長 く し た り 、
短 く し た り す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 磁 気 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
吸 引 し た 板 状 の 強 磁 性 体 の 重 量 を 検 出 す る 重 量 検 出 手 段 と 、 前 記 重 量 検 出 手 段 に よ り 検 出
さ れ た 重 量 に 応 じ て 前 記 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る 切 換 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 磁 気 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 少 な く と も 一 部 の 電 磁 石 の コ イ ル に 流 れ る 電 流 の 向 き を 切 り 換 え る 切 換 ス イ ッ チ を 備
え 、 前 記 切 換 ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と に よ り 前 記 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 磁 気 吸 引 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
複 数 の 電 磁 石 と 、 前 記 各 電 磁 石 の コ イ ル に 電 流 を 流 す 電 源 と を 備 え 、 前 記 電 磁 石 に よ り 磁
気 的 に 板 状 の 強 磁 性 体 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 構 成 と し た 磁 気 吸 引 装 置 の 使 用 方 法 で あ
っ て 、
余 剰 な 板 状 の 強 磁 性 体 ま で も 吸 引 浮 上 さ せ た 場 合 に 、 前 記 複 数 の 電 磁 石 の う ち 少 な く と も
一 部 の 電 磁 石 に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ と を 特 徴 と す る 磁 気 吸 引 装 置 の
使 用 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 磁 石 に よ り 磁 気 的 に 板 状 の 鋼 材 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 磁 気 吸 引 装 置 及 び
磁 気 吸 引 装 置 の 使 用 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 電 磁 石 に よ り 磁 気 的 に 板 状 の 鋼 材 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 磁 気 吸 引 装 置 が 知
ら れ て い る 。 例 え ば 、 ヤ ー ド に 複 数 枚 の 鋼 材 が 山 積 み に さ れ て い る 状 態 で 、 所 望 の 鋼 材 の
上 方 に 磁 気 吸 引 装 置 を 位 置 さ せ 、 電 磁 石 の コ イ ル に 電 流 を 流 し て 磁 気 的 に 鋼 材 を 吸 引 浮 上
さ せ る 。 こ の 場 合 に 、 複 数 枚 の 鋼 材 を 重 ね 合 わ せ た 状 態 で 吸 引 浮 上 さ せ る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た よ う に 、 ヤ ー ド に 複 数 枚 の 鋼 材 が 山 積 み に さ れ て い る 状 態 で 、 所 望 枚 数 の 鋼 材 を
吸 引 浮 上 さ せ よ う と し た と き に 、 余 剰 な 鋼 材 ま で も 吸 引 浮 上 さ せ る こ と が あ る 。 こ の 場 合
、 電 磁 石 を 搭 載 し た 磁 気 吸 引 装 置 を 微 少 範 囲 パ ル ス 状 に 振 動 さ せ て 、 余 剰 鋼 材 を 振 り 落 と
す よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 余 剰 鋼 材 だ け を 振 り 落 と す 程 度 に 磁 気 吸 引 装 置 を 振 動 さ せ る た め に は 操 作
者 の 熟 練 を 要 し 、 ま た 、 振 動 が 悪 影 響 を 与 え 、 磁 気 吸 引 装 置 の 故 障 の 一 要 因 と な り か ね な
い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 振 動 に よ ら ず 余 剰 鋼 材 を 取 り 除 く
こ と が で き る よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 は 、 複 数 の 電 磁 石 と 、 前 記 各 電 磁 石 の コ イ ル に 電 流 を 流 す 電 源 と を
備 え 、 前 記 電 磁 石 に よ り 磁 気 的 に 板 状 の 強 磁 性 体 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 構 成 と し た 磁
気 吸 引 装 置 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 電 磁 石 の う ち 少 な く と も 一 部 の 電 磁 石 に よ り 発 生 さ せ る
磁 束 の 向 き を 切 り 換 え 可 能 に し た 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 の 他 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 前 記 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ
と に よ り 、 前 記 複 数 の 電 磁 石 間 の 磁 極 間 隔 を 長 く し た り 、 短 く し た り す る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 の 他 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 吸 引 し た 板 状 の 強 磁 性 体 の 重 量
を 検 出 す る 重 量 検 出 手 段 と 、 前 記 重 量 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 重 量 に 応 じ て 前 記 磁 束 の
向 き を 切 り 換 え る 切 換 手 段 と を 備 え た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 の 他 の 特 徴 と す る と こ ろ は 、 前 記 少 な く と も 一 部 の 電 磁 石 の
コ イ ル に 流 れ る 電 流 の 向 き を 切 り 換 え る 切 換 ス イ ッ チ を 備 え 、 前 記 切 換 ス イ ッ チ を 操 作 す
る こ と に よ り 前 記 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る 点 に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 の 使 用 方 法 は 、 複 数 の 電 磁 石 と 、 前 記 各 電 磁 石 の コ イ ル に 電 流 を 流
す 電 源 と を 備 え 、 前 記 電 磁 石 に よ り 磁 気 的 に 板 状 の 強 磁 性 体 を 吸 引 浮 上 さ せ て 搬 送 す る 構
成 と し た 磁 気 吸 引 装 置 の 使 用 方 法 で あ っ て 、 余 剰 な 板 状 の 強 磁 性 体 ま で も 吸 引 浮 上 さ せ た
場 合 に 、 前 記 複 数 の 電 磁 石 の う ち 少 な く と も 一 部 の 電 磁 石 に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を
切 り 換 え る 点 に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 磁 気 吸 引 装 置 及 び 磁 気 吸 引 装 置 の 使 用 方 法 の 好 適 な 実 施
の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に は 、 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 吸 引 装 置 １ の 概 略 構 成 を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 磁 気 吸
引 装 置 １ に は 、 コ ア ２ ａ の 周 囲 に コ イ ル ２ ｂ を 巻 き 付 け て な る ４ つ の 電 磁 石 ２ が 列 を な す
よ う に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に ４ つ の 電 磁 石 ２ を 一 列 と し て 、 同 じ 高 さ 位 置 に お い て 図 面
垂 直 方 向 に 複 数 列 の 電 磁 石 列 が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
各 電 磁 石 ２ の コ イ ル ２ ｂ は 直 流 電 源 ３ に 並 列 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 列 を な す ４ つ の 電 磁 石
２ の う ち 両 端 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に つ い て は 、 コ イ ル ２ ｂ の 一 端 側 に の み ス イ ッ チ ４ が 設 け
ら れ て い る 。 そ れ に 対 し て 、 内 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に つ い て は 、 コ イ ル ２ ｂ の 両 端 側 に 切
換 ス イ ッ チ ５ が 設 け ら れ て お り 、 コ イ ル ２ ｂ に 流 れ る 電 流 の 向 き を 切 り 換 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 吸 引 し た ス ラ グ や 厚 板 （ 以 下 、 鋼 材 ６ と 記 す ） の 重 量 を 検 出 す る 重 量 検 出 部 ７ 、 重
量 検 出 部 ７ に よ り 検 出 さ れ た 重 量 に 応 じ て ス イ ッ チ 切 換 部 ９ を 制 御 す る 制 御 部 ８ 、 切 換 ス
イ ッ チ ５ を 操 作 す る ス イ ッ チ 切 換 部 ９ が 設 け ら れ て お り 、 重 量 検 出 部 ７ に よ り 検 出 さ れ た
重 量 に 応 じ て 制 御 部 ８ が ス イ ッ チ 切 換 部 ９ に 指 示 を 出 し 、 切 換 ス イ ッ チ ５ の 切 り 換 え を 実
行 す る 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 の よ う に し た 磁 気 吸 引 装 置 １ は 、 上 下 方 向 移 動 機 構 １ ０ 及 び 左 右 ・ 前 後 方 向 移 動 機 構
１ １ に よ り 移 動 可 能 と さ れ て お り 、 例 え ば ヤ ー ド か ら 所 望 枚 数 の 鋼 材 ６ を 吸 引 浮 上 さ せ て
、 そ れ ら 鋼 材 ６ を 別 の 場 所 に 搬 送 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ２ 、 ３ を 参 照 し て 、 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 吸 引 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 通 常
は 吸 引 浮 上 さ せ る 鋼 材 ６ の 枚 数 に 応 じ て 各 電 磁 石 ２ の コ イ ル ２ ｂ に 電 流 を 流 し 、 図 ２ に 示
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す 動 作 状 態 に よ り 所 望 枚 数 の 鋼 材 ６ を 吸 引 浮 上 さ せ る 。 す な わ ち 、 列 を な す ４ つ の 電 磁 石
２ の う ち 一 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 同 じ に し 、 ま た 、 他 端 側
の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 上 記 一 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生
さ せ る 磁 束 の 向 き と 逆 に す る 。 図 示 す る 例 で は 、 図 中 左 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生
さ せ る 磁 束 の 向 き は 下 向 き で 、 図 中 右 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き
は 上 向 き と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ こ で 、 余 剰 鋼 材 ま で も 吸 引 浮 上 さ せ た 場 合 、 重 量 検 出 部 ７ に お い て 所 望 枚 数 分 の 重 量 よ
り も 大 き な 重 量 が 検 出 さ れ る 。 こ の 場 合 、 各 電 磁 石 ２ の コ イ ル ２ ｂ に 流 す 電 流 は そ の ま ま
と し つ つ 、 制 御 部 ８ は ス イ ッ チ 切 換 部 ９ に 指 示 を 出 し 、 内 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ に よ り 発 生
さ せ る 磁 束 の 向 き を そ れ ぞ れ 逆 に 切 り 換 え る 。 こ の 結 果 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ４ つ の 電 磁
石 ２ に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き が 交 互 に 逆 の 関 係 （ 図 示 す る 例 で は 、 図 中 左 端 側 の 電 磁
石 ２ か ら 下 向 き 、 上 向 き 、 下 向 き 、 上 向 き ） と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ 、 ３ に 示 す 動 作 状 態 を 比 較 す る と 、 図 ２ に 示 す 動 作 状 態 で は 、 磁 極 間 隔 Ｌ １ は 、 図 中
左 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ の 中 間 位 置 と 図 中 右 端 側 の ２ つ の 電 磁 石 ２ の 中 間 位 置 と の 距 離 と
し て 考 え る こ と が で き る 。 そ れ に 対 し て 、 図 ３ に 示 す 動 作 状 態 で は 、 磁 極 間 隔 Ｌ ２ は 隣 り
合 う 電 磁 石 ２ 間 の 距 離 と な り 、 図 ２ に 示 す 動 作 状 態 に お け る 磁 極 間 隔 Ｌ １ よ り も 短 く な る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
し た が っ て 、 図 ２ に 示 す 動 作 状 態 で は 、 矢 印 に も 表 す よ う に 磁 束 が よ り 下 方 ま で 届 く の に
対 し て 、 図 ３ に 示 す 動 作 状 態 で は 、 矢 印 に も 表 す よ う に 磁 束 が 下 方 ま で 届 か な い 。 す な わ
ち 、 図 ２ に 示 す 動 作 状 態 で は 下 層 側 の 鋼 材 （ す な わ ち 余 剰 鋼 材 ） の 内 部 ま で 磁 束 が 進 行 す
る の に 対 し て 、 図 ３ に 示 す 動 作 状 態 で は 下 層 側 の 鋼 材 （ す な わ ち 余 剰 鋼 材 ） ま で 磁 束 が 届
か な い 、 或 い は 、 届 い た と し て も 表 面 付 近 に の み 進 行 す る の で 、 余 剰 鋼 材 を 落 下 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
余 剰 鋼 材 が 落 下 し た な ら ば 、 再 び 図 ２ に 示 す 動 作 状 態 に 切 り 換 え て 、 吸 引 浮 上 さ せ て い る
鋼 材 ６ を し っ か り と 保 持 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 述 べ た よ う に 電 磁 石 ２ に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ と に よ り 余 剰 鋼 材
を 落 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 磁 気 吸 引 装 置 を 振 動 さ せ る 必 要 が な く 、 振 動 に よ る 悪 影
響 と い っ た 問 題 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 振 動 を 与 え る 場 合 、 振 動 を 与 え た 瞬 間 に 余 剰 鋼 材 が 落 下 し た り 、 振 動 を あ る 程 度 の
時 間 だ け 与 え 続 け た 時 に 余 剰 鋼 材 が 落 下 し た り す る こ と が あ り 、 操 作 者 の 熟 練 （ 経 験 や 勘
） を 要 す る が 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る 場 合 は 、 磁 束 の 向 き を 切 り
換 え た な ら ば 余 剰 鋼 材 が 落 下 す る の で 、 誰 で も が 簡 単 に 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 手 動 に よ り 切 換 ス イ ッ チ ５ を 操 作 し て 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る よ う に し て も よ い が
、 上 記 実 施 の 形 態 の よ う に 重 量 検 出 部 ７ を 設 け て お き 、 重 量 が 大 き い と き に は 余 剰 鋼 板 が
あ る と し て 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る よ う 自 動 化 を 図 る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 複 数 あ る 切 換 ス イ ッ チ ５ を 同 時 に 切 り 換 え て も よ い が 、 段 階 的 に 切 り 換 え る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 実 施 の 形 態 に お い て 示 し た 各 部 の 形 状 及 び 構 造 は 、 何 れ も 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ
て の 具 体 化 の ほ ん の 一 例 を 示 し た も の に 過 ぎ ず 、 こ れ ら に よ っ て 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 が 限
定 的 に 解 釈 さ れ て は な ら な い 。 す な わ ち 、 本 発 明 は そ の 精 神 、 又 は そ の 主 要 な 特 徴 か ら 逸
脱 す る こ と な く 、 様 々 な 形 で 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て 説
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明 し た 電 磁 石 ２ の 数 は 一 例 に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 電 磁 石 に よ り 発 生 さ せ る 磁 束 の 向 き を 切 り 換 え る こ と
に よ り 余 剰 鋼 材 を 落 下 さ せ る こ と が で き る の で 、 磁 気 吸 引 装 置 を 振 動 さ せ る 必 要 が な く 、
振 動 に よ る 悪 影 響 と い っ た 問 題 は 生 じ ず 、 ま た 、 誰 で も が 簡 単 に 操 作 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 吸 引 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 吸 引 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 の 磁 気 吸 引 装 置 の 動 作 状 態 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 磁 気 吸 引 装 置
２ 　 　 電 磁 石
２ ａ 　 コ ア
２ ｂ 　 コ イ ル
３ 　 　 直 流 電 源
４ 　 　 ス イ ッ チ
５ 　 　 切 換 ス イ ッ チ
６ 　 　 鋼 材
７ 　 　 重 量 検 出 部
８ 　 　 制 御 部
９ 　 　 ス イ ッ チ 切 換 部
１ ０ 　 上 下 方 向 移 動 機 構
１ １ 　 左 右 ・ 前 後 方 向 移 動 機 構
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【 図 ３ 】
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